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代表質問 個人質問

小学校区単位のハザードマップ
を全戸配布
■問　南海トラフ地震への備えや
意識が薄れている。地震への対
応は、より一層、自助のあり方
が問われると思うが、意識的な
啓発が必要ではないか。
■答　本市は令和元年度に、災害
種別ごとの避難場所を明示した
小学校区単位のハザードマップ
の作成と全戸配布を行う。
　住民一人ひとりが迅速かつ主
体的に避難行動を取れるよう、
洪水や土砂災害だけでなく、大
地震に対しても自助・共助の必
要性の啓発を行っていかなくて
はならないと考えている。
７月豪雨の被災経験を踏まえ
事業者のＢＣＰ策定を支援
■問　地元企業のＢＣＰ（事業継
続計画）作成に、市の関与や支
援が必要ではないか。

■答　本市が実施したＢＣＰに関
するアンケートでは、「策定予
定はない」が35％、「ＢＣＰを
知らない」が35％だった。ま
た、「ＢＣＰセミナーに参加し
たい」という回答が13％にと
どまるなど、事業者の認知度や
策定意欲は低い状況にある。
　本市は平成30年度から、岡

山商工会議所と共同でＢＣＰ策
定支援セミナーと個別相談会を
開催して意識醸成を図っており、
令和元年度はさらに個別企業の
計画策定も支援していく。
学校へストレッチャー対応が可
能なエレベーターの設置を検討
■問　ストレッチャーで学校に通
う子どもは、数人の教師や支援
員、そして保護者がストレッチ
ャーを持って階段を上り下りし、
危険を伴う移動を余儀なくされ
ている。学校にエレベーターを
設置するべきではないか。
■答　医療的ケアが必要な子ども
を含め、すべての子どもが安全
で安心な学校生活を送ることが
できる環境づくりを進める必要
があり、ストレッチャー対応が
可能なエレベーターの設置を前
向きに考えている。
　具体的に設置する学校をどこ
にするかはまだ整理できていな
いので、教育委員会に検討を依
頼している。

区のまちづくり独自企画事業
さまざまなツールでＰＲ
■問　区民の意見を反映させる仕
組みと、内容の周知が必要では。
■答　区のまちづくり独自企画事
業は、身近なまちづくりや地域

課題の解決に取り組む事業とし
て平成30年度から行っており、
意見やアイデアをどう取り入れ
ていくか工夫していきたい。
　また、広報紙やホームページ、
facebookやＬＩＮＥなどの広
報ツールを活用して、内容をし
っかりＰＲしていきたい。
子どもの居場所立ち上げに助成
■問　子どもの貧困に対し、具体
的な支援に取り組むべきでは。
■答　平成30年度に子どもの居
場所づくり相談窓口や児童家庭
支援センターを開設するととも
に、生活困窮者・ひとり親家庭
の児童への学習支援の充実や就
労支援施策の拡充を図った。　

　令和元年度は、子どもの居場
所の立ち上げ支援助成制度の創
設や、ひとり親家庭の自立促進
事業の拡充を行っていく。
マイボトルやマイカップの
活用を啓発
■問　ごみ減量のためにリユース
容器を貸し出した成果は。協力
団体にどう説明していくのか。
■答　平成30年度は計６回、延
べ5,884個のリユース食器を地
域のイベント等で使ってもらい、
ごみ減量に一定の成果があった。
　しかし、準備できる食器の数
に限度があることや、食器回収
に人手が必要などの課題がある
ため、今後は協力団体等も含め、
市民にマイボトル、マイカップ
等の活用を促す啓発を行ってい
きたい。

市民ネット

おかやま創政会 30人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問
観光・まちづくり・文化 Tourism　　　　　　　 

Community Planning 
Culture

Tourism　　　　　　　 
Community Planning 

Culture

効果的なプロモーションで
外国人の観光誘客を促進
■問　宿泊者数の推移など、本市
のインバウンド（訪日外国人旅
行）の現状と課題は何か。
■答　海外での現地プロモーショ
ンや、各種ツールを活用した情
報発信を行ってきた結果、外国
人延べ宿泊者数は、平成26年の
38,301人から30年の144,286
人へと増加し、岡山後楽園、
岡山城、吉備津神社への訪問
が多い。
　滞在時間の延長や認知度の向
上が課題と考えられるため、今
後は体験型メニューとナイトラ
イフの充実を図るとともに、各
ターゲットに合わせた効果的な
プロモーションを行い、さらな
る観光誘客につなげたい。

プロジェクションマッピングで
令和の幕明けを岡山城に投影
■問　納涼花火大会の代わりに令
和元年８月２日、３日に「烏城
夏まつり」を開催し、岡山城で
プロジェクションマッピングを
行うが、どんなテーマか。
■答　日本遺産に認定された「桃
太郎伝説」や、５月の改元にち
なみ、新しい時代の夜明けをテ

ーマとした「令和の幕開け」な
どを花火でお祝いする映像を投
影していきたい。
　なお、２年度以降の花火大会
の開催については、岡山商工会
議所内で検討中で、年末ごろを
目途に方向性を導き出す予定と
聞いている。

岡山駅西口の活性化事業で
日本遺産のモニュメントを設置
■問　西口活性化協議会ではどの
ような議論が行われ、どのよう
な事業を計画しているのか。
■答　地元の団体・企業で構成さ
れている西口活性化協議会では、
地区の活性化に向けて幅広く意
見交換をするとともに、岡山駅
西口周辺の店舗等を紹介したマ
ップの作成や、フリーマーケッ
ト、ウエストサイドカーニバル
等のイベントを実施している。
　また、本市が西口活性化協議
会や駅西地区まちづくり協議会
と議論した結果、西口が吉備路
への出発点であることから、令
和元年度は日本遺産「桃太郎伝
説の生まれたまち　おかやま」
をコンセプトとしたモニュメン
トの設置を計画している。

岡山城エリアの整備方針
３年度末までにとりまとめ
■問　岡山市都心創生まちづくり
構想に示されている、岡山城主
要部エリアの方針に変わりはな
いか。また、整備方針策定まで
のスケジュールは。
■答　岡山城本丸の保存整備、歴
史を学ぶ場・市民の憩いの場と
しての空間づくり、カルチャー
ゾーン全体の回遊性向上、観光
地としての魅力アップなどを基
本的な考え方とし、岡山城主要
部では歴史資産を生かした公園
の整備を目指すこととしている。
　この構想のもと、旧内山下小
学校跡地、岡山市民会館、旧Ｎ
ＨＫ跡地について、必要な機能
や整備費用等の調査を行ってお
り、令和元年度中に基礎調査を
終え、３年度末までに整備の方
針をとりまとめたい。

さまざまな意見を踏まえ
芸術創造劇場の使用料金を決定
■問　市民の文化団体が利用しや
すい料金設定が必要ではないか。
また、今後の料金の検討スケジ
ュールは。
■答　充実した舞台設備や行き届
いた技術サービスを提供するた
め、現在、他都市の事例なども
参考に使用料金の案を示してい
る。今後、現施設の利用者ニー
ズや新劇場の運営・維持管理コ
ストなどの検証を行い、新劇場
の運営に係る収支バランスなど
も総合的に勘案し、決定する。
　令和元年８月の意見交換会を
皮切りに、年末までに市民団体
へのヒアリングなど、さまざま
な場面で意見を聴取していく。

ウエストサイドカーニバルの
コンベンションセンター会場ステージ
ウエストサイドカーニバルの

コンベンションセンター会場ステージ

岡山城のプロジェクションマッピングのイメージ岡山城のプロジェクションマッピングのイメージ

平成31年２月に岡山商工会議所で開催
されたＢＣＰ策定支援セミナー

平成31年２月に岡山商工会議所で開催
されたＢＣＰ策定支援セミナー

北区まちづくり独自企画事業として北区役所
も参加した福谷地区での防災訓練

北区まちづくり独自企画事業として北区役所
も参加した福谷地区での防災訓練
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個人質問 個人質問

使用禁止のテープが貼られた公園遊具使用禁止のテープが貼られた公園遊具

ロゴマークで
男女共同参画を見える化
■問　本市では「女性が輝くまち
づくり事業」を推進しているが、
令和元年度はどう取り組むのか。
■答　女性活躍やワーク・ライフ・
バランスをテーマとするシンポ
ジウム会場で、地元企業の取り
組みを紹介するブース展示を新
たに行う。さらに、「※５岡山市
女性が輝く男女共同参画推進事
業所」のロゴマークを作成し、
市認証の企業に使ってもらい、
取り組みの見える化を図る。
　また、女性の再就職支援セミ
ナーでは、より実践的な内容と
なるよう、インターンシップを
合わせて実施する。

太陽光発電事業による
環境への影響に意見を
■問　平成31年４月から岡山市環
境影響評価条例が施行されたが、
足守地区の大規模太陽光発電建
設計画への対応がどう変わるか。
■答　本条例は太陽光発電事業を
対象に加えたため、林地開発許
可の申請に先立って環境影響評
価の手続きが必要となった。
　事業を規制するものではない
が、住民は環境への影響やその
対策に対して意見を述べること
が可能となる。市は環境への影
響が懸念される場合、住民や専

門家の意見を踏まえ可能な限り
の環境保全措置を実施するよう
事業者に対して意見を述べるこ
とができるようになる。

最先端技術の導入で
事務の効率化を進める
■問　ＡＩや※６ＲＰＡなどを自治
体の施策に導入する取り組みが
広がっているが、本市の状況は。
また、検討中の分野はあるか。
■答　ＡＩを活用した健康見える
化の事業では、医療データや健
診データを解析し、一人ひとり
に適した生活改善メニューを提
示する取り組みを進めている。
ＲＰＡは研修を実施したところ
であり、今後、導入に適した業
務の検討を進めたい。
　また、令和元年度は浜松市、
相模原市と合同で、総務省の
「自治体行政スマートプロジェ
クト」に参画し、ＩＣＴ技術を
利活用して、在留外国人の転入
手続き事務が円滑かつ効率的に
実施できるか実証実験を行う。

水道事業の基盤は安定しており
民営化の必要は感じない
■問　平成30年11月定例市議会で
「当分は民営化せず今の体制で
行く」と答弁した市長の真意は。
■答　水道事業の民営化の議論は、
人口が少ない地域でどう合理的
に水道事業を運営していくか、
という視点から出てきたと承知
している。
　本市の水道事業は、約350人
もの職員が携わる大きな組織で
あり、年間約10億円の黒字と
なっている。現在の基盤が確保
できている限り、民営化への移
行はないと考えている。

築港新町にバス乗換拠点の
設置を提案
■問　岡南地域から南区役所や南
ふれあいセンターへ向かうバス
がなく、不便に感じている人が
多い。交通手段を考えていくべ
きではないか。
■答　本市は(注)幹事会で、大型商
業施設がある南区築港新町に乗
換拠点を設置し、小串・鉾立方
面と上山坂方面のバス路線を拠
点までの運行とすることで、生
み出される余力を増便や、労災
病院、南区役所への延伸に活用
する案を提示している。
　現在、再編の実現に向けた課
題や対策をバス事業者と協議し
ており、南ふれあいセンターへ
の延伸も、ニーズを確認しなが
ら検討していきたい。

市営墓地の無縁墓を調査
■問　お墓を引き継ぐ人が途絶え、
管理する人がいない無縁墓が増
加する問題が起きているが、市
営墓地での状況は。また、区画
の過不足などの現状は。
■答　平成30年度から無縁墓地調
査事業に着手しており、まずは
令和２年度末までの計画で、東
山地区の市営墓地の無縁と思わ
れる墓地について、現状把握を
行っている。
　区画の過不足は、毎年５月に
空き状況調査を行っており、元
年度は283区画の空き墓地が確
認できた。このうち使用可能な
墓地は、公募等で使用者を募集
する予定。

使用禁止となっている遊具を
できるだけ元年度中に修繕
■問　公園遊具の今後の修繕計画
は。また、撤去する遊具が出た
場合、新しい遊具に変更してい
くのか。
■答　修繕ができていない約600
基の遊具について、更新も含め
て修繕方法を検討し、全体でど
のくらい費用がかかるかを算出
中であり、できるだけ令和元年
度中に修繕を実施し、安全に利
用できるようにしたい。
　ただ、新しく替える必要があ
る遊具もいくつかあり、必要で
あれば補正予算も検討したい。

豪雨災害に備え
農業用排水機場の運営を見直し
■問　排水機場の情報連絡体制の
強化、水位情報を得る手法のマ
ニュアル化、管理規定の見直し
について、検討の結果は。
■答　各排水機場や水利系統を含
めた連絡網等を作ることが求め
られているが、不十分な地域も
あるため、今後見直し等に取り
組んでいきたい。
　マニュアル化は、※７おかやま
防災ポータルを使った情報収集
の方法を分かりやすく記載し、
排水機場や関係者に配布する準

備を行っている。管理規定は、
作成から時間が経過しており、
見直しが必要な箇所は更新して
いく。

路肩拡幅工事で安全対策
■問　笹ヶ瀬新橋で発生した、高
校生がトラックに接触して重傷
を負う事故を受けて、橋周辺の
安全対策はどのようになるのか。
■答　最近の聞き取りで、約200
人の高校生が自転車通学で利用
していると聞いている。橋梁の
取り付け部は路肩が狭く勾配が
あるため、自転車通行が危険と
の指摘もあり、優先して対策を
開始している。北側取り付け部
は、令和元年６月末には路肩の
拡幅工事が完了予定で、南側も
元年度に工事に着手する予定。

公用車にドライブレコーダーを
■問　職員の安全運転意識や運転
マナーの向上を図るとともに、
事故の際の事後対応や責任の所
在を明らかにするため、公用車
にドライブレコーダーを導入す
べきではないか。
■答　緊急車両の消防車や救急車
には相当数のドライブレコーダ
ーを設置しているが、他の公用
車は、平成27年の岡山市情報
公開及び個人情報保護審査会の
答申で、個人情報の管理におけ
る安全性を理由に利用が認めら
れなかった。
　ただ４年が経過し、ドライブ
レコーダーの記録映像の有効性
が増しており、また、個人情報
漏えい防止機能が付いた機種も
開発されているため、審査会へ
再度諮問し、設置に向け取り組
んでいきたい。

中高年層のひきこもり問題に
支援センターの活用を
■問　本市のひきこもり地域支援
センターが扱った相談件数や対
象年齢は。またセンターの存在
を広くアピールする考えは。
■答　平成30年度の電話相談は延
べ2,287件、来所相談は1,032件、
訪問件数は440件。人数は全体
で238人で、うち40代が36人、
50代が２人だった。しかし、相
談に来ていないことで隠れてい
る問題も多いと思われる。
　センターの周知を図るためパ
ンフレットも作成しているが、
ひきこもりについて本市として
どんなことが考えられるのか、
アンテナを高くしていきたい。

不育症の実態把握に努め
情報発信や専門窓口を紹介
■問　不育症の方のために助成制
度を創設しては。また、相談窓
口、セミナーや交流会の開催な
ど、どう取り組むのか。
■答　妊娠はするが２回以上流産
や死産をする不育症は、原因も
多岐にわたり、治療の負担も一
様でない。今後、実態把握に努
め、助成について何ができるか
検討していく。
　また、医療機関や市のホーム
ページで不育症に関する情報発
信を続けており、相談があれば
岡山県の「不妊・不育とこころ
の相談室」を紹介している。

福祉・安全 Welfare     　
Safety   

Welfare     　
Safety   暮らし・産業 Life    　　　

Industry   
Life    　　　

Industry   

女性活躍支援セミナー女性活躍支援セミナー

保健福祉会館４階にある
ひきこもり地域支援センター
保健福祉会館４階にある
ひきこもり地域支援センター

用語解説 ※５【岡山市女性が輝く男女共同参画推進事業所】
女性の活躍推進や仕事と家庭の両立支援など、職場における男女共同参画を
推進している市内の企業等を岡山市長が認証するもので、就職面接会等でＰ
Ｒチラシを配布してもらったり、低金利融資制度の利用などが可能となる

用語解説 ※６【ＲＰＡ】（Robotics Process Automation）
これまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフトウ
ェアのロボットにより自動化すること

用語解説 ※７【おかやま防災ポータル】
岡山県総合防災情報サイト。県内の気象情報（注意報・警報、気象レーダー等）、雨量情報、
土砂災害危険度情報、河川水位情報、河川カメラ情報等をリアルタイムで確認することができる

（注）
岡山市公共交通網形成協議会幹事会
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OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
個人質問 個人質問

使用禁止のテープが貼られた公園遊具使用禁止のテープが貼られた公園遊具

ロゴマークで
男女共同参画を見える化
■問　本市では「女性が輝くまち
づくり事業」を推進しているが、
令和元年度はどう取り組むのか。
■答　女性活躍やワーク・ライフ・
バランスをテーマとするシンポ
ジウム会場で、地元企業の取り
組みを紹介するブース展示を新
たに行う。さらに、「※５岡山市
女性が輝く男女共同参画推進事
業所」のロゴマークを作成し、
市認証の企業に使ってもらい、
取り組みの見える化を図る。
　また、女性の再就職支援セミ
ナーでは、より実践的な内容と
なるよう、インターンシップを
合わせて実施する。

太陽光発電事業による
環境への影響に意見を
■問　平成31年４月から岡山市環
境影響評価条例が施行されたが、
足守地区の大規模太陽光発電建
設計画への対応がどう変わるか。
■答　本条例は太陽光発電事業を
対象に加えたため、林地開発許
可の申請に先立って環境影響評
価の手続きが必要となった。
　事業を規制するものではない
が、住民は環境への影響やその
対策に対して意見を述べること
が可能となる。市は環境への影
響が懸念される場合、住民や専

門家の意見を踏まえ可能な限り
の環境保全措置を実施するよう
事業者に対して意見を述べるこ
とができるようになる。

最先端技術の導入で
事務の効率化を進める
■問　ＡＩや※６ＲＰＡなどを自治
体の施策に導入する取り組みが
広がっているが、本市の状況は。
また、検討中の分野はあるか。
■答　ＡＩを活用した健康見える
化の事業では、医療データや健
診データを解析し、一人ひとり
に適した生活改善メニューを提
示する取り組みを進めている。
ＲＰＡは研修を実施したところ
であり、今後、導入に適した業
務の検討を進めたい。
　また、令和元年度は浜松市、
相模原市と合同で、総務省の
「自治体行政スマートプロジェ
クト」に参画し、ＩＣＴ技術を
利活用して、在留外国人の転入
手続き事務が円滑かつ効率的に
実施できるか実証実験を行う。

水道事業の基盤は安定しており
民営化の必要は感じない
■問　平成30年11月定例市議会で
「当分は民営化せず今の体制で
行く」と答弁した市長の真意は。
■答　水道事業の民営化の議論は、
人口が少ない地域でどう合理的
に水道事業を運営していくか、
という視点から出てきたと承知
している。
　本市の水道事業は、約350人
もの職員が携わる大きな組織で
あり、年間約10億円の黒字と
なっている。現在の基盤が確保
できている限り、民営化への移
行はないと考えている。

築港新町にバス乗換拠点の
設置を提案
■問　岡南地域から南区役所や南
ふれあいセンターへ向かうバス
がなく、不便に感じている人が
多い。交通手段を考えていくべ
きではないか。
■答　本市は(注)幹事会で、大型商
業施設がある南区築港新町に乗
換拠点を設置し、小串・鉾立方
面と上山坂方面のバス路線を拠
点までの運行とすることで、生
み出される余力を増便や、労災
病院、南区役所への延伸に活用
する案を提示している。
　現在、再編の実現に向けた課
題や対策をバス事業者と協議し
ており、南ふれあいセンターへ
の延伸も、ニーズを確認しなが
ら検討していきたい。

市営墓地の無縁墓を調査
■問　お墓を引き継ぐ人が途絶え、
管理する人がいない無縁墓が増
加する問題が起きているが、市
営墓地での状況は。また、区画
の過不足などの現状は。
■答　平成30年度から無縁墓地調
査事業に着手しており、まずは
令和２年度末までの計画で、東
山地区の市営墓地の無縁と思わ
れる墓地について、現状把握を
行っている。
　区画の過不足は、毎年５月に
空き状況調査を行っており、元
年度は283区画の空き墓地が確
認できた。このうち使用可能な
墓地は、公募等で使用者を募集
する予定。

使用禁止となっている遊具を
できるだけ元年度中に修繕
■問　公園遊具の今後の修繕計画
は。また、撤去する遊具が出た
場合、新しい遊具に変更してい
くのか。
■答　修繕ができていない約600
基の遊具について、更新も含め
て修繕方法を検討し、全体でど
のくらい費用がかかるかを算出
中であり、できるだけ令和元年
度中に修繕を実施し、安全に利
用できるようにしたい。
　ただ、新しく替える必要があ
る遊具もいくつかあり、必要で
あれば補正予算も検討したい。

豪雨災害に備え
農業用排水機場の運営を見直し
■問　排水機場の情報連絡体制の
強化、水位情報を得る手法のマ
ニュアル化、管理規定の見直し
について、検討の結果は。
■答　各排水機場や水利系統を含
めた連絡網等を作ることが求め
られているが、不十分な地域も
あるため、今後見直し等に取り
組んでいきたい。
　マニュアル化は、※７おかやま
防災ポータルを使った情報収集
の方法を分かりやすく記載し、
排水機場や関係者に配布する準

備を行っている。管理規定は、
作成から時間が経過しており、
見直しが必要な箇所は更新して
いく。

路肩拡幅工事で安全対策
■問　笹ヶ瀬新橋で発生した、高
校生がトラックに接触して重傷
を負う事故を受けて、橋周辺の
安全対策はどのようになるのか。
■答　最近の聞き取りで、約200
人の高校生が自転車通学で利用
していると聞いている。橋梁の
取り付け部は路肩が狭く勾配が
あるため、自転車通行が危険と
の指摘もあり、優先して対策を
開始している。北側取り付け部
は、令和元年６月末には路肩の
拡幅工事が完了予定で、南側も
元年度に工事に着手する予定。

公用車にドライブレコーダーを
■問　職員の安全運転意識や運転
マナーの向上を図るとともに、
事故の際の事後対応や責任の所
在を明らかにするため、公用車
にドライブレコーダーを導入す
べきではないか。
■答　緊急車両の消防車や救急車
には相当数のドライブレコーダ
ーを設置しているが、他の公用
車は、平成27年の岡山市情報
公開及び個人情報保護審査会の
答申で、個人情報の管理におけ
る安全性を理由に利用が認めら
れなかった。
　ただ４年が経過し、ドライブ
レコーダーの記録映像の有効性
が増しており、また、個人情報
漏えい防止機能が付いた機種も
開発されているため、審査会へ
再度諮問し、設置に向け取り組
んでいきたい。

中高年層のひきこもり問題に
支援センターの活用を
■問　本市のひきこもり地域支援
センターが扱った相談件数や対
象年齢は。またセンターの存在
を広くアピールする考えは。
■答　平成30年度の電話相談は延
べ2,287件、来所相談は1,032件、
訪問件数は440件。人数は全体
で238人で、うち40代が36人、
50代が２人だった。しかし、相
談に来ていないことで隠れてい
る問題も多いと思われる。
　センターの周知を図るためパ
ンフレットも作成しているが、
ひきこもりについて本市として
どんなことが考えられるのか、
アンテナを高くしていきたい。

不育症の実態把握に努め
情報発信や専門窓口を紹介
■問　不育症の方のために助成制
度を創設しては。また、相談窓
口、セミナーや交流会の開催な
ど、どう取り組むのか。
■答　妊娠はするが２回以上流産
や死産をする不育症は、原因も
多岐にわたり、治療の負担も一
様でない。今後、実態把握に努
め、助成について何ができるか
検討していく。
　また、医療機関や市のホーム
ページで不育症に関する情報発
信を続けており、相談があれば
岡山県の「不妊・不育とこころ
の相談室」を紹介している。

福祉・安全 Welfare     　
Safety   

Welfare     　
Safety   暮らし・産業 Life    　　　

Industry   
Life    　　　

Industry   

女性活躍支援セミナー女性活躍支援セミナー

保健福祉会館４階にある
ひきこもり地域支援センター
保健福祉会館４階にある
ひきこもり地域支援センター

用語解説 ※５【岡山市女性が輝く男女共同参画推進事業所】
女性の活躍推進や仕事と家庭の両立支援など、職場における男女共同参画を
推進している市内の企業等を岡山市長が認証するもので、就職面接会等でＰ
Ｒチラシを配布してもらったり、低金利融資制度の利用などが可能となる

用語解説 ※６【ＲＰＡ】（Robotics Process Automation）
これまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフトウ
ェアのロボットにより自動化すること

用語解説 ※７【おかやま防災ポータル】
岡山県総合防災情報サイト。県内の気象情報（注意報・警報、気象レーダー等）、雨量情報、
土砂災害危険度情報、河川水位情報、河川カメラ情報等をリアルタイムで確認することができる

（注）
岡山市公共交通網形成協議会幹事会
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